
 

 

令和７年度指定管理者業務実績シート 

作成年月日  令和８年６月１０日 

部 戸井支所 課 市民福祉課 

 

施設名・所在地 函館市瀬田来会館  函館市瀬田来町３２１番地１ 

設 置 条 例 函館市地域会館条例 

指定管理者名 瀬田来町内会 指定期間 令和６年４月１日～令和９年３月３１日 

指定管理者の 

特 別 な 要 件 

 当該施設は，その地域で構成されている町会の活動拠点として利用されるな

ど，地域住民の利用が大部分であり，地域に根付いた施設となっていることか

ら，当該施設の所在する地域に事務所を有し，地域に精通した団体を特例措置

により指定管理者候補として選定している。 

選定

区分 

公 募 

非公募 

設 置 目 的 
市民に集会，学習，交流等の場を提供することにより，地域活動の促進を図り，もって良好な

地域社会の維持および形成に寄与するため 

設 置 年 月 昭和４９年１月 建設費 １８，２２３千円 

構 造 規 模 等 

耐 用 年 数 

木造・コンクリートブロック造・亜鉛メッキ鋼板葺平屋建 

耐用年数 ２４年 

開 館 時 間 

休 館 日 等 

開館時間  午前９時～午後９時 

休 館 日  国民の祝日に関する法律に規定する休日，１月２日，１月３日および１２月２９日

から１２月３１日までの日 

料 金 体 系 ※利用料金制の採用 無 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

(1) 管理業務 

① 庶務業務 

   ・ 受付，経理事務，各報告書等の作成・提出，自己評価，支所との連絡調整 

② 維持管理に関する業務 

   ・ 清掃業務，点検業務，防火対策，災害時の管理・協力，軽微な修繕，水道凍結防止のための水抜き，除雪 

(2) 委託事業 

  ・ 函館市地域会館使用料の収納事務 

(3) 自主事業 

   なし 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

・ 利用者のニーズに対応した消耗品等の整備を行った。 

３ 市民ニーズ把握の実施状況 

・ 町内の各種会合で，施設管理や設備などの意見・要望を聴取した。 

 

４ 施設の利用状況（利用者数・稼働率など） 

●令和７年度の月別利用者数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

利用者数 53 20 136 247 16 41 60 32 117 14 229 57 1,022 

●年度別利用者数等 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

利 用 者 数 385 491 602 856 1,022 

使用料収入（円） 0 0 0 0 0 
 



 

 

５ 指定管理者の収支状況 

        （単位：円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

収

入 

委託料 560,000 560,000 560,000 562,000 562,000 

その他収入 0 0 0 0 0 

計 560,000 560,000 560,000 562,000 562,000 

支 

 

 

 

 

 

出 

報償費（管理・清掃・除

雪謝金） 
188,000 188,000 188,000 195,000 195,000 

需用費（消耗品費・光熱

水費・燃料費・修繕料・

下水道使用料） 

147,042 143,641 168,267 189,138 287,205 

役務費（電話料・手数料） 39,527 39,534 39,529 39,512 39,519 

使用料及び賃借料 14,031 14,205 20,205 17,310 12,276 

委託料 22,000 22,000 22,000 22,000 22,000 

備品購入費 137,400 146,620 121,999 99,040 0 

負担金補助及び交付金 12,000 6,000 0 0 6,000 

その他の支出 0 0 0 0 0 

計 560,000 560,000 560,000 562,000 562,000 

当該施設の利用者一人当たり

税金投入コスト 
1,455 1,141 930 657 550 

 

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

 

 ・実地調査の実施 有 

 ・モニタリング仕様書に基づく月次報告などは，適正に行われている。 

 ・指定管理者に対する改善指示等は特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

７ 指定管理者に対する評価 

① 指定管理者の自己評価 

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応 

業務の履行

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

協定書や事業計画書等に基づき，施設の点検

や清掃などを適切に行った 

 特になし 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 従業員の接遇は適切に行われていた。 

 利用者の意見・要望に対して適切に対応してい

た。 

 

 特になし 

団体の経営

状況 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 管理業務における収支は適正である。  特になし 

 

② 市の指定管理者に対する実績評価 

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応 

業務の履行

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 協定書や事業計画書等に基づき，管理業務は適

切に行われていた。 

今後も適正な管理業務の履行に努め

ていただきたい。 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 利用者の意見・要望に対して適切に対応してい

た。 

 

 

 今後も利用者に対するサービスの質

の向上に努めていただきたい。 

団体の経営

状況 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 管理業務における収支は適正であり，団体の経

営状況に問題はない。 

 今後も適正な事業収支，健全経営に努

めていただきたい。 

 

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」 

Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 

Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 

Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 

Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 

 

◎「団体の経営状況」 

 Ａ 事業収支，経営状況に問題はない。 

 Ｂ 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。 

 Ｃ 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


